
ＪＲ東海労ニュース
またも名松線家城駅で

無人列車が走る！
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19日22時13分頃、名松線家城駅構内に留置してあった列

車（気動車１両）が逸走、３駅通過し、約8.5㎞走行し停

止しました。この事故は、2006年８月20日にも発生してい

ます。

当時の事故を受けて、名古屋地本は東海鉄事と業務委員

会を開催しました。名古屋地本は、「手歯止め以外にもバ

ックアップとして手ブレーキなどを設置せよ」「空気が漏

洩しにくい車両構造に改造せよ」「車両が動き出さないよ

うに駅を改善せよ」などとハード対策を要請しました。し

かし、会社は「一切そのような考えはない」とし、教育や

マニュアルに重点を置く

ことを表明しました。唯

一ハード対策として直通

予備ブレーキが装備され

ましたが、今回の事故に

は通用しなかったので

す。

運転士がミスしても、

直接事故に結びつかない

システムというのは、安

全対策のイロハのイの字

です。会社はこの事故を

真摯に受け止め、運転士

の責任追及のみにせず、

抜本的な対策を実施すべ

きです。
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